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１．はじめに 

海は生命の源でバクテリア・藻類に始まり，植物は

酸素を生み出し，海中の動物から陸の動物へと驚異・

深遠な大自然である１）２）３）４）．海洋資源価値は勿論，

海水浴や釣り等，人間の生活に恵みと喜びを与える．

浦安～千葉の港湾・海岸を例にして，主に「釣り」と

いう視点から海岸利用に何が欠落しているか述べる． 

２．開発状況と関連法の趣旨 

 東京湾奥の沿岸はコンビナートなど埋立地であり，

千葉県側の三番瀬・検見川の浜など一部原風景を留め

る努力は認められるが，多くは港湾・工場等岸壁など

で占められ，現在の状況を俯瞰し写真１に示す． 
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写真１：東京湾の千葉県側：Google-Earth 

海岸から約 1～3km の範囲に港湾などが概観できる．

1947年米軍撮影の航空写真と比較すると、かつて河川

から海へ土砂が十分に供給されており，後の千葉県側

の開発が著しいことが分かる． 

国土利用計画法では，「･･･生活及び生産を通ずる諸

活動の共通の基盤･･･公共の福祉を優先させ，自然環境

の保全を図り･･･健康で文化的な生活環境の確保と国

土の均衡ある発展を図る」とあり，海岸法・港湾法に

おいても防災・開発を含む同様主旨が規定されている．

国土の均衡ある発展は勿論、一般市民が海岸を利用す

る上で重要な点は，自由に出入り可能な海岸は国等の

所有する土地に隣接するものという前提がある．浦安

～千葉間の港湾を含む総水際線の約 75km の内，その

ような場所（港湾を除く）は高洲海浜 0.9km，船橋海

浜1.2km，茜浜1.1km，幕張海浜1.8km，検見川浜 1.3km，

稲毛海浜1.2kmの合計で約 7.5km（約 10％）である５）． 

３．「釣り」が主な目的の利用状況 

 写真２に「立入禁止」の看板と船橋航路を含む大規

模港湾区域およびスポット No. ①～⑥を示す．港湾は

船舶等の航行・着岸の用に専ら供されるもので，一般

に多くは公共用地であるものの，作業などと競合し危

険もあることから、当然のことながら一般に釣りは勿

論，立ち入りも認められていない．写真のスポット①

は企業所有の，スポット③は公共の港湾である． 

 

写真２：看板および船橋航路と大港湾（北は右方）：Google-Earth 

船橋航路右奥に海老川，スポット③谷津干潟からの

西排水路，⑥東排水路，茜浜には菊田川が流れ込み，

魚類の生息環境に優れ，今も絶好の釣り場である． 

港湾は深いため魚影が濃く通年に釣りを楽しむこと

ができ，作業に支障の無い範囲で，投げ釣り・フカシ・

ルアー等すべてに適している．釣りを認める港湾の海

岸線は極わずかな状況であるものの，かつてスポット

①での「楽しみ」を写真３・４に示す． 

 
写真３：春のサビキ釣（左），冬の投げ釣と富士山（右） 

 
写真４：夕暮れ（左），反対側に映えるメッセ（右） 

←船橋航路→ 

② 

幅 400m 

        ③ 

          ① 

④ 

 

奥行 1.5km          西排水路 

           ⑥             

 

⑤          谷津干潟 

茜浜                東排水路 
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 有料釣り％ vs 有料見学％
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海岸で釣を楽しむのみではなく，大型船舶と富士山，

夕日･雲･ビルの時々刻々の様変りも観れるが，現在こ

こは立入禁止となった．その原因は春と秋に小イワシ

釣のため、一過性の釣人が日曜等に自動車で集まり，

遊びに来た一部の人がそこで仕事する方々の邪魔をし，

注意されても居直るトラブルやゴミの散乱等のマナー

欠如と私有地での安易な接岸上陸テロ対策にある． 

ここで，市原市営「海釣公園利用者数」６）データに

よると，有料入場者は年間３万人前後の規模で，経年

的に減少の傾向にあるが近３年は均衡している．入場

者の内，高齢者・身障者が増加の，小人が減少の傾向

にある．入場者の経年的な季節変化などを図１に示す． 
 

有料入場者の経年的な季節変化
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図１：有料入場者の季節変化（左）と見学者との相関（右） 

有料入場者は気候が温暖で魚影の濃い５月がピ－ク

の６千人前後で，冬にかけて減少し１月が最低である．

見学者との十分な相関があり，家族連れの方々も多い．

市原市内外で高齢者が増加，30～44歳の階層 16歳未

満の人口減少も十分に認められることから７）、小人・

高齢者等入場者数の推移との相関も否定できない． 

利用者が減少している理由に「漂砂で水深が浅くな

り釣果が減少」との現地管理事務所の見解もある． 

４．利用上の課題など 
空き地（写真２の④⑤）でも管理上の理由から立入

禁止の場所が多く，釣りに絶好でも不可とされる岸壁

が殆どで，眺めに絶好でも外側の海岸は消波工で埋め

尽くされて釣りに向かないばかりか，海域に青潮など

が生じて根魚は死滅する．それらの例を写真６に示す． 

 
 

 
 
 
 

 

 

 
写真６：港湾岸壁と東排水路①（上），茜浜④（中）， 
船橋港･茜浜に広がる青潮（下；200208，右大港湾は写真２） 

施設の設置・使用目的を妨げずに，不心得者を排除

（パトロールの強化）し，日曜等には全面開放すべく

鑑札を用いるとか，写真２の②中央の計画道路分離帯

を駐車場に利用し，安全管

理上海側フェンス等は必要

であっても，現に地元市民

は仮設簡易梯子を自ら工夫

し春から秋には海に降り，

自己責任のもとに潮干狩り

を楽しみ（写真７），岸壁の

全幅を海釣りなどに供用す

るとか，工夫の余地がある． 写真７：潮干狩り穴場 

一方，青潮等の解消あるいは減少を図るため，下水

道処理場・河口付近などに藻類の生息場所を確保し，

腐栄養を吸収し酸素を供給する試みも必要である． 

都市機能を享受しつつ，身近な自然の驚異とそれに

対する人間の巧・匠（防災技術・釣仕掛け）を知る，

第一次産業への経験的な回帰の試みも重要である． 

利用上の課題・対応等として以下が挙げられる． 

・腐栄養と青潮･赤潮対策に，酸素を供給する藻類 
の生息環境の整備の余地があること（写真８） 

・港湾工業海岸の目的以外の一部共同利用の余地があ

ること（写真９） 

・豊かな自然体験への回帰を促す工夫・努力が必要 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
写真８：海浜の余地（左）  写真９：と船橋港口（右） 
 

５．おわりに 

一般に，高齢者の活動範囲等は減り若人・家庭人は

比較的に活発で，遊び方も多様化している．都市部の

25～40歳の人々の動向，高齢者の方に注目し，モラル

欠如･テロ対策などパトロールの強化を含め，望ましい

方向性が見出されることに期待する． 
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